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■■  ははじじめめにに  
本研究は，日常生活で実用化されているスマートフォン

等のセンサや介護用ロボットを活用して，火災等の災害時
に施設内の高齢者等の要配慮者を含むすべての在館者
の避難をしやすくするように機能拡張したプロトタイプを建
築物に実装して，実証実験を行うものである． 

これにより，施設内の避難誘導において有すべき要件
やこれらを活用する施設の設計指針を提示して，建築物
等の施設の高度な避難安全性を確保する技術の開発・社
会実装を促進する．本稿では，現在実施中の研究概要と
今後の展開を紹介する． 

超高齢社会に突入した我が国は，10年後に人口の3人
に一人が65歳以上になることが予測されている．現在，建
築防災計画は健常者を標準として計画されてきたが，超
高齢社会では身体能力が健常者よりも低下した要配慮者
（円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要す
る避難行動要支援者）が大半を占めることが予想される． 

このため，将来にわたって現行の防火規定で要求され
る水準と同等な避難安全性を確保するためには，より高度
な避難安全性を確保することが必要である． 

また，超高層建築物群や駅・地下街等の大規模施設に
見られる機能の重層・複合化，建築ストックの長寿命化，
バリアフリー化への社会的要請に対して，様々な用途や
多様な在館者特性に柔軟に対応できる避難誘導技術が
必要不可欠と考える． 

 
■■  活活動動内内容容  
 本研究では，以下の避難誘導技術のプロトタイプを構築
して実証実験を行い，これらに要求される機能・性能等の
技術基準の枠組みを構築することを構想している． 
 
１．避難ナビゲーションシステム 

超高層建築物群や都心の駅，地下街等の大規模施設
において，火災感知器に空調・防犯センサ等を連携させ
て，火災時に火災による熱や煙の影響を受けている範囲
などを即座にかつきめ細かく把握して，在館者のスマホや
デジタルサイネージ（電子看板）等にリアルタイムで有効
な避難経路等の情報を提供する技術（図１）である． 

 
２．介護用ロボットを活用した避難技術 

超高齢社会では，自力避難が困難な要配慮者が火災
等の災害時に，避難しやすくするための技術開発がなお

一層求められる．そこで，すでに普及が進みつつある介
護用ロボット（図２）に着目して，避難支援用に追加すべき
機能や，ロボットが稼働する高齢者福祉施設や病院など
の設計指針について検討する．  

 
■■  関関連連情情報報等等  

今後はメーカーとの共同研究等を通じて，実用化され
ているこれらの技術を避難誘導に機能拡張したプロトタイ
プを実際の建築物等の施設に実装して実証実験を行い，
災害時の避難誘導に活用可能なセンサや介護用ロボット
に必要な機能，これらを活用する施設の設計上の要件を
明らかにして，製品開発やその社会実装を促進する． 
 
 

図１ 避難ナビゲーションシステムのイメージ 
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■■キキーーワワーードド：： （1）スマートフォン 
 （2）介護用ロボット 
 （3）避難誘導 
          （4）要配慮者 
 

図２ 実用化されている介護用ロボットの例 
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